無難なスライド作成のために

悪いスライド
　　・見にくい・読みにくい・汚い

良いスライド

　　・見やすい・読みやすい・きれい

ポイント

・Action
：注意をひきつける工夫

　　　　　　　　（インパクトのあるスライド）

・Interest
：興味を引く工夫

　　　　　　　　（視覚に訴えるような簡明な図・グラフ）

・Convinse
：納得させる工夫

　　　　　　　　（主張したいポイントをひとつに絞る）
スライドの作成のルール
内容の厳選
バランスの配慮

デザインの統一

フォント

全般

· バランスの崩れない範囲で文字を大きくする

· 必要以上に装飾をかけない

· たくさん書体を使うことを避け3書体いないとする

· 和文の場合：MSゴシック，DF極太ゴシック体など

· 英文の場合：Times，Helvetica等

タイトル

· 太文字を基本とする

· 大きさは36～60ポイント

· スライドの中央あるいは左よりの決まった位置に配置する

· スライドの横幅いっぱいに配置せず，長くなる場合は改行する

本文

· 大きさは24～36ポイント

· 一行の字数は最大でも25文字詰め15行以内とする

· 行間隔は120～150％程度にする

· 行頭，行末，小数点で揃える場合はタブを使い，スペース送りで調整し
ない

配色
　暖色，中性色，寒色と色の性質・与えるイメージ

　暖色と寒色の強調効果
比較的好まれる色・嫌われる色

　配色の注意点

グラデーション






